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１．概要（Summary） 
近年、有機系浮遊物質による健康被害が深刻になって

いる。本研究では、これらを検出する MEMS センサの開

発を行った。検知対象として、肺がん等の疾病のリスクが

あるとされるPM2.5 およびアレルギーの原因となるハウス

ダストを選び、これらの検出の可能性を検証した。 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 

8 インチ汎用スパッタ装置、高密度汎用スパッタリング

装置、光リソグラフィ装置 MA-6、汎用高品位 ICP エッチ

ング装置 
【実験方法】 

ナノテクノロジープラットフォームの装置を用いて Fig. 1
に示す MEMS センサのうちダイヤフラム構造を除く部分

を作製した。その後、利用者の所属する機関でダイヤフラ

ム構造を作製し、検出性能の評価を行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig. 1 Schematic cross-sectional view of a MEMS sensor. 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
作製したMEMSセンサにディーゼルエンジンから排出

された浮遊粒子(DPM)を投下した。その結果、Fig. 2 に

示すように、粒子のサイズに対応して、抵抗値が変化する

応答が得られた。大別して、抵抗値が一瞬下がり、その後

すぐに上がり、元に戻る応答と、抵抗値が一瞬下がり、元

に戻る応答の２種類の応答が得られた。前者は硫酸塩を

含むもの、後者は含まないものであると考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig.2 Photograph of a fabricated MEMS device. 

     Fig. 2 Sensor response to diesel particulate matter. 
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